
第7次
大月町総合振興計画

第
7
次 

大
月
町 

総
合
振
興
計
画

2021ｰ20302
0
2
1
2ー
0
3
0

令和3年7月

高知県大月町
令
和
3
年
7
月

　高
知
県
大
月
町

束＝5mm





ごあいさつ 

昭和32年に大内町と月灘村が合併し誕生した大月

町は、町政 70周年を迎えようとしています。その間、

時代は昭和・平成を経て、令和の時代となりました。 

合併当初14,000人規模の自治体であった本町の総

人口は、令和２年の国勢調査において、およそ 4,400

人となっており、人口の減少傾向が続いています。加

えて、高齢化による後継者不足は、第１次産業の衰退

や商工業の廃業など、本町の地域活力の衰退につな

がっています。 

我が国においては、少子化による人口減少や人口の東京圏への一極集中など

の課題を解消するため、地方創生法を創設し、国全体での取り組みを加速してい

るところであります。 

こうした状況の中、本町においても、「住みたい、住める、住んでよかった町

づくり」を目指し、あらゆる施策を講じてまいりましたが、若者世代の減少を伴

う人口問題の解消や第１次産業の振興につながる地域活性化には至っていない

ことから、今後も、町民の皆様とともに、これらの問題の解決に向けた取り組み

を進めていくことが重要と考えています。 

本計画は、このような課題の解決に向け、長期的、総合的観点にたって今後の

大月町政の進むべき方向性を明らかにしたものであり、本町の 10年後のあるべ

き将来像を見据え、すべての基礎となる「人づくり」や組織、団体、地域を活性

化させる「地域づくり」を目指す施策を中心に策定しました。 

そして、豊かな自然環境に恵まれ、ゆったりとした時間が流れる本町の特色あ

る地域資源を次世代に引き継いでいくため、各種施策を推進し、持続可能なまち

づくりを進めていきたいと考えております。 

 

町民と行政が一丸となり、本計画が滞りなく実施され、将来に希望が持てる

「未来へ繋ぐまちづくり」が実現されるよう、関係各位と連携しながら計画の遂

行に取り組んでまいります。 

本計画の将来像の実現に向けて、国・県をはじめとする関係機関のご支援と、

町民の皆様のご理解とご協力をお願いする次第であります。 

 

令和３年７月 

                      大月町長 岡 田 順 一 
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ᇹ≔ᇘ ዮӳਰᐻᚘဒ↝ሊܭ↚ⅱ→↕ 
 

≔ ᚘဒሊܭ↝ឯଓ 

本町では、平成 23年３月に「第㸴次大月町総合振興計画」を策定し、「住みたい、住め

る、住んでよかった町づくり」を将来像としてᥖࡆ、住民とともに様ࠎな取り組みを✚極

的に推進し、本町のⓎᒎと一体ឤの㔊成に向けて、住民生活の全ศ㔝にࢃたるከくの施策

を╔実に進めてきました。 

しかし、この間、ᛴ速に進行する人口減少と少子高齢化へのᑐᛂ、大規模⅏ᐖのⓎ生や

᪂しいឤᰁによるᏳ全・Ᏻ心にᑐする不Ᏻの高まり、ሗ㏻ಙᢏ⾡の一ᒙの進ᒎ、さら

には、地方創生ͤ1の時代の฿来➼、本町を取りᕳく♫環境は大きくኚ化しています。 

このような⫼ᬒのもと、今後のまちづくりの方向性とその実現に向けた取り組みを明

らかにし、すべての住民にࢃかりやすい᪂たなまちづくりの指㔪として、「第７次大月町

総合振興計画」㸦௨ୗ「本計画」という。㸧を策定します。 

 

≕ ᚘဒ↝ࣱ↗ࢫл 

「総合振興計画」は、まちづくりのすべてのศ㔝における行政経Ⴀの基本となる͆ ᭱ୖ

位計画͇であり、総合的かつ計画的な行政経Ⴀを進めていくための指㔪となります。 

本計画は、このような位⨨けを㋃まえ、今後の本町のまちづくりの方向性を♧すとと

もに、次のようなᙺを持ちます。 

ᘍኺփ↝ؕஜႎ↙ਦᤆ 

 地方創生の時代にࡩさࢃしい、将来にࢃたって活力と㨩力ある大月町をつくり、

持続していくため、様ࠎな施策や業を総合的かつ計画的に推進するための行政

経Ⴀの基本的な指㔪となるものです。 

Ӌဒ∝ң↝↭←↔ⅾ↹⇁ᡶ↰↺↰↝σᡫ↝目 

 今後のまちづくりの方向性やᚲ要な取り組みを住民と行政がඹ᭷し、住民一人ࡦ

とりが体的にཧ画・協ാするまちづくりのඹ㏻の目ᶆとなるものです。 

 ↈ↺ᡲઃ↝ؕᄽݣ↚ᘍ؏࠼

 国や県、周㎶自治体➼のᗈ域的な行政にᑐして、本町のまちづくりの方向を♧す

とともに、計画実現に向けてᚲ要な施策や業を調ᩚし、ᫎさせていく連携の

基礎となるものです。 

 

 
ͤ1 地方創生㸸人口減少のṑṆめや東京圏への人口集中のṇなどにより、将来にࢃたって活力と㨩力あ

る地方をつくりࡔすこと。 

序
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想 
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的に推進し、本町のⓎᒎと一体ឤの㔊成に向けて、住民生活の全ศ㔝にࢃたるከくの施策

を╔実に進めてきました。 

しかし、この間、ᛴ速に進行する人口減少と少子高齢化へのᑐᛂ、大規模⅏ᐖのⓎ生や

᪂しいឤᰁによるᏳ全・Ᏻ心にᑐする不Ᏻの高まり、ሗ㏻ಙᢏ⾡の一ᒙの進ᒎ、さら

には、地方創生ͤ1の時代の฿来➼、本町を取りᕳく♫環境は大きくኚ化しています。 

このような⫼ᬒのもと、今後のまちづくりの方向性とその実現に向けた取り組みを明

らかにし、すべての住民にࢃかりやすい᪂たなまちづくりの指㔪として、「第７次大月町

総合振興計画」㸦௨ୗ「本計画」という。㸧を策定します。 

 

≕ ᚘဒ↝ࣱ↗ࢫл 

「総合振興計画」は、まちづくりのすべてのศ㔝における行政経Ⴀの基本となる͆ ᭱ୖ

位計画͇であり、総合的かつ計画的な行政経Ⴀを進めていくための指㔪となります。 

本計画は、このような位⨨けを㋃まえ、今後の本町のまちづくりの方向性を♧すとと

もに、次のようなᙺを持ちます。 

ᘍኺփ↝ؕஜႎ↙ਦᤆ 

 地方創生の時代にࡩさࢃしい、将来にࢃたって活力と㨩力ある大月町をつくり、

持続していくため、様ࠎな施策や業を総合的かつ計画的に推進するための行政

経Ⴀの基本的な指㔪となるものです。 

Ӌဒ∝ң↝↭←↔ⅾ↹⇁ᡶ↰↺↰↝σᡫ↝目 

 今後のまちづくりの方向性やᚲ要な取り組みを住民と行政がඹ᭷し、住民一人ࡦ

とりが体的にཧ画・協ാするまちづくりのඹ㏻の目ᶆとなるものです。 

 ↈ↺ᡲઃ↝ؕᄽݣ↚ᘍ؏࠼

 国や県、周㎶自治体➼のᗈ域的な行政にᑐして、本町のまちづくりの方向を♧す

とともに、計画実現に向けてᚲ要な施策や業を調ᩚし、ᫎさせていく連携の

基礎となるものです。 

 

 
ͤ1 地方創生㸸人口減少のṑṆめや東京圏への人口集中のṇなどにより、将来にࢃたって活力と㨩力あ

る地方をつくりࡔすこと。 
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≖ ᚘဒ↝ನ↗᧓ 

本計画は、「基本ᵓ」、「基本計画」ཬࡧ「実施計画」をもってᵓ成します。 

 

≋≔≌ ؕஜನे 

本町の総合的かつ計画的な行㈈政㐠Ⴀをᅗるための基本的な指㔪であって、本町

が目指すべき将来像とこれを実現するための基本目ᶆを♧すものです。 

計画期間は、令和３年ᗘから令和 12年ᗘまでの 10年間とします。 

 

≋≕≌ ؕஜᚘဒ 

基本ᵓに基づき、その実現をᅗるために推進すべき施策や目ᶆ指ᶆ➼を体⣔的

に♧すものです。 

計画期間は、๓期㸳年間、後期㸳年間とし、๓期基本計画は令和３年ᗘを初年ᗘに、

令和７年ᗘを目ᶆ年ᗘとします。 

 

≋≖≌ ܱᚘဒ 

基本計画にᥖࡆた施策に基づき、ල体的な業を♧すことにより、ඃඛ的に実施す

る業を明らかにするものです。 

計画期間は３年間としてู㏵策定し、ẖ年ᗘ࣮ࣟࣜࣥࢢ方ᘧͤ2により見┤しを行い

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
し、計画を⦅成してࢡࢵ࢙ࢳ方ᘧ㸸長期的な計画を実施する㐣⛬で、計画と実⦼のᕪをࢢ࣮ࣥࣜࣟ 2ͤ

目ᶆの㐩成をᅗる方ᘧ。 

๓ᮇ㸳ᖺ

㸱 㸲 㸳 㸴 㸵 11 10 㸷 㸶 ௧ ᖺᗘ 12 

10ᖺ 

ͤẖᖺᗘ࣮ࣟࣜࣥࢢ 

㸱ᖺ

ܱᚘဒ 

ؕஜನे 

ؕஜᚘဒ ᚋᮇ㸳ᖺ
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≗ ᚘဒ↝ਖ਼ᡶ˳С 

本計画は、基本計画にᥖࡆる各施策の目ᶆ指ᶆについて、ẖ年ᗘ、PDCA 3にͤࣝࢡࢧ

よる᳨ドを行うことにより、継続的なᨵၿ・向ୖにつなࡆるとともに、ᚲ要にᛂじて見┤

しを行います。 

また、実施計画については、ẖ年ᗘ࣮ࣟࣜࣥࢢ方ᘧにより各ᢸ当課による見┤しを行い、

ົ業の進ᤖ状況の☜ㄆを行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ͤ3 PDCAࣝࢡࢧ㸸業の⟶理をに進めるためのᡭ法の１つ。Plan㸫Do㸫Check㸫Actionという業

活ືの「計画」「実行」「ホ౯」「ᨵၿ」ࣝࢡࢧを♧す。 

≳≯≤≱ 
≋ᚘဒ≌ 

≧≲ 
≋ܱᘍ≌ 

≤≦≷≬≲≱ 
≋ોծ≌ 

≦≫≨≦≮ 
≋ᚸ̖≌ 
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ᇹ≕ᇘ ٻஉထ↝ྵཞ↗ѣӼ 
 

≔ ˮፗ↗עѬ 

本町は、高▱県の᭱༡➃に位⨨し、県㒔高▱ᕷから⣙ 140kmの㊥㞳にあります。はᐟ

ẟᕷ、東はᅵబΎỈᕷ、すはᐟẟ‴、༡はኴ平ὒに᥋し、東すに 15.8km、༡に 15km、

総㠃✚ 102.94km2のᑠさな町で、町の 78㸣を᳃ᯘが༨めています。 

㏻では、町の中ኸ㒊を国㐨 321 ྕが、す㒊のᾏἢいを県㐨 357 ྕが༡に⦪᩿して

います。東㒊には県㐨 352ྕが町の中ኸ㒊からᅵబΎỈᕷに向かって東すを㈏いており、

༡㒊には県㐨 43ྕが町の中ኸ㒊から᯽ᓥに向かって東すに㏻っています。また、町内に

は㕲㐨がなく、᭱ᐤ㥐のᅵబくろしお㕲㐨ᐟẟ㥐までは⣙ 12kmの㊥㞳にあります。 

本町の中心㒊は町の中ኸ㒊で、町ᙺሙや大月町国民ᗣಖ㝤大月㝔、㐨の㥐大月㸦ࡩ

れあいࢡ࣮ࣃ・大月㸧などが❧地しています。また、周㎶ᾏ域は、㯮₻と豊後Ỉ㐨がࡪつ

かるᾏ域で、その豊かなᾏ域で☜ㄆされている㨶㢮は⣙ 1,000種㢮にもཬࡧ、世⏺的に᭷

ᩘのࢺࢵ࣏ࢫࢢࣥࣅࢲとして▱られています。 
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≕ ʴӝ↗ɭ࠘ 

本町の人口の推⛣をみると、国勢調査では、平成 27年の総人口は 5,095人となってお

り、平成 12年௨㝆減少傾向にあります。 

年齢３༊ศู人口をみると、年少人口㸦14ṓ௨ୗ㸧と生産年齢人口㸦15㹼64ṓ㸧が減

少傾向にある一方、⪁年人口㸦65ṓ௨ୖ㸧は 2,200人ྎで推⛣しています。 

平成 27年の高齢化⋡は 44.0㸣と、全国平ᆒ㸦26.6㸣㸧や高▱県平ᆒ㸦32.8㸣㸧を大き

くୖᅇるࢻ࣮ࣆࢫで高齢化が進んでいます。ྠ様に、年少人口ẚ⋡も 8.8㸣と、全国平ᆒ

㸦12.6㸣㸧や高▱県平ᆒ㸦11.6㸣㸧をୗᅇっていることから、本町においても少子高齢化、

特に高齢化が進んでいることがࢃかります。 

世ᖏᩘは、平成 12年௨㝆減少傾向にあり、平成 27年には 2,369世ᖏとなっています。

また、᰾ᐙ᪘化や世ᖏのከ様化の進行により、一世ᖏあたりの人ᩘも 2.15人と減少して

います。 

 

ᖺ 

㡯┠ 
ᖹᡂ 12ᖺ ᖹᡂ 17ᖺ ᖹᡂ 22ᖺ ᖹᡂ 27ᖺ 

⥲ேཱྀ㸦ே㸧 6,956 6,437 5,783 5,095 

 
ᖺᑡேཱྀ 

㸦14ṓ௨ୗ㸧 

ேᩘ㸦ே㸧 897 722 569 446 

 
ᵓᡂẚ⋡

㸦㸣㸧 
12.9 11.2 9.8 8.8 

 ⏕⏘ᖺ㱋ேཱྀ 

㸦15㹼64ṓ௨

ୗ㸧 

ேᩘ㸦ே㸧 3,790 3,419 2,941 2,409 

 
ᵓᡂẚ⋡

㸦㸣㸧 
54.5 53.1 50.9 47.3 

 
⪁ᖺேཱྀ 

㸦65ṓ௨ୖ㸧 

ேᩘ㸦ே㸧 2,267 2,296 2,273 2,240 

 
ᵓᡂẚ⋡

㸦㸣㸧 
32.6 35.7 39.3 44.0 

ୡᖏᩘ㸦ୡᖏ㸧 2,854 2,742 2,573 2,369 

㸯ୡᖏあࡾࡓேᩘ㸦ே㸧 2.44 2.35 2.25 2.15 

ὀ㸸⥲ேཱྀࡣᖺ㱋ヲྛࠊࡵࡓࡴྵࢆᖺ㱋ᒙࡢேᩘྜࡢィ⥲ேཱྀࠊࡓࡲࠋࡍࡲࡾ࡞␗ࡣᖺ㱋ヲ➃

ᩘฎ⌮ࡢ㛵ಀ࡛ᵓᡂẚྜࡢィ100ࠊࡣ㸣࡞ࡽ࡞いሙྜࡀあࠋࡍࡲࡾ 

㈨ᩱ㸸ᅜໃㄪᰝ 
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総㠃✚ 102.94km2のᑠさな町で、町の 78㸣を᳃ᯘが༨めています。 

㏻では、町の中ኸ㒊を国㐨 321 ྕが、す㒊のᾏἢいを県㐨 357 ྕが༡に⦪᩿して

います。東㒊には県㐨 352ྕが町の中ኸ㒊からᅵబΎỈᕷに向かって東すを㈏いており、

༡㒊には県㐨 43ྕが町の中ኸ㒊から᯽ᓥに向かって東すに㏻っています。また、町内に

は㕲㐨がなく、᭱ᐤ㥐のᅵబくろしお㕲㐨ᐟẟ㥐までは⣙ 12kmの㊥㞳にあります。 

本町の中心㒊は町の中ኸ㒊で、町ᙺሙや大月町国民ᗣಖ㝤大月㝔、㐨の㥐大月㸦ࡩ

れあいࢡ࣮ࣃ・大月㸧などが❧地しています。また、周㎶ᾏ域は、㯮₻と豊後Ỉ㐨がࡪつ

かるᾏ域で、その豊かなᾏ域で☜ㄆされている㨶㢮は⣙ 1,000種㢮にもཬࡧ、世⏺的に᭷

ᩘのࢺࢵ࣏ࢫࢢࣥࣅࢲとして▱られています。 
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≕ ʴӝ↗ɭ࠘ 

本町の人口の推⛣をみると、国勢調査では、平成 27年の総人口は 5,095人となってお

り、平成 12年௨㝆減少傾向にあります。 

年齢３༊ศู人口をみると、年少人口㸦14ṓ௨ୗ㸧と生産年齢人口㸦15㹼64ṓ㸧が減

少傾向にある一方、⪁年人口㸦65ṓ௨ୖ㸧は 2,200人ྎで推⛣しています。 

平成 27年の高齢化⋡は 44.0㸣と、全国平ᆒ㸦26.6㸣㸧や高▱県平ᆒ㸦32.8㸣㸧を大き

くୖᅇるࢻ࣮ࣆࢫで高齢化が進んでいます。ྠ様に、年少人口ẚ⋡も 8.8㸣と、全国平ᆒ

㸦12.6㸣㸧や高▱県平ᆒ㸦11.6㸣㸧をୗᅇっていることから、本町においても少子高齢化、

特に高齢化が進んでいることがࢃかります。 

世ᖏᩘは、平成 12年௨㝆減少傾向にあり、平成 27年には 2,369世ᖏとなっています。

また、᰾ᐙ᪘化や世ᖏのከ様化の進行により、一世ᖏあたりの人ᩘも 2.15人と減少して

います。 

 

ᖺ 

㡯┠ 
ᖹᡂ 12ᖺ ᖹᡂ 17ᖺ ᖹᡂ 22ᖺ ᖹᡂ 27ᖺ 

⥲ேཱྀ㸦ே㸧 6,956 6,437 5,783 5,095 

 
ᖺᑡேཱྀ 

㸦14ṓ௨ୗ㸧 

ேᩘ㸦ே㸧 897 722 569 446 

 
ᵓᡂẚ⋡

㸦㸣㸧 
12.9 11.2 9.8 8.8 

 ⏕⏘ᖺ㱋ேཱྀ 

㸦15㹼64ṓ௨

ୗ㸧 

ேᩘ㸦ே㸧 3,790 3,419 2,941 2,409 

 
ᵓᡂẚ⋡

㸦㸣㸧 
54.5 53.1 50.9 47.3 

 
⪁ᖺேཱྀ 

㸦65ṓ௨ୖ㸧 

ேᩘ㸦ே㸧 2,267 2,296 2,273 2,240 

 
ᵓᡂẚ⋡

㸦㸣㸧 
32.6 35.7 39.3 44.0 

ୡᖏᩘ㸦ୡᖏ㸧 2,854 2,742 2,573 2,369 

㸯ୡᖏあࡾࡓேᩘ㸦ே㸧 2.44 2.35 2.25 2.15 

ὀ㸸⥲ேཱྀࡣᖺ㱋ヲྛࠊࡵࡓࡴྵࢆᖺ㱋ᒙࡢேᩘྜࡢィ⥲ேཱྀࠊࡓࡲࠋࡍࡲࡾ࡞␗ࡣᖺ㱋ヲ➃

ᩘฎ⌮ࡢ㛵ಀ࡛ᵓᡂẚྜࡢィ100ࠊࡣ㸣࡞ࡽ࡞いሙྜࡀあࠋࡍࡲࡾ 

㈨ᩱ㸸ᅜໃㄪᰝ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
2,267 2,296 2,273 2,240
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2,409
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平成12年 平成17年 平成22年 平成27年

老年人口(65歳以上) 生産年齢人口(15～64歳) 年少人口(14歳以下) 世帯数

（人） （世帯）6,956 6,437 5,783 5,095

序
論
一
第
㖲
章 

基
本
構
想 

前
期
基
本
計
画 

資
料
編 



8 

 ಅನᡯݼ ≖

平成 27年の国勢調査における本町のᑵ業者総ᩘは 2,220人となっており、人口のື向

とྠ様に減少傾向にあります。 

産業ูでは、第１次産業のᑵ業人口は減少傾向にあります。第２次産業のᑵ業人口は減

少傾向にあり、平成 12年から平成 17年にかけて大きく減少し、平成 22年௨㝆 300人ྎ

で推⛣しています。第３次産業のᑵ業人口は、平成 17年をࢡ࣮ࣆに減少に㌿じています。 

 

ᖺ 

㡯┠ 
ᖹᡂ 12ᖺ ᖹᡂ 17ᖺ ᖹᡂ 22ᖺ ᖹᡂ 27ᖺ 

ᑵᴗ⪅⥲ᩘ㸦ே㸧 3,124 2,676 2,288 2,220 

 

➨㸯ḟ⏘ᴗ 

ᑵᴗ⪅ᩘ

㸦ே㸧 
1,016 856 713 676 

 
ᵓᡂẚ⋡

㸦㸣㸧 
32.5 32.0 31.2 30.5 

 

➨㸰ḟ⏘ᴗ 

ᑵᴗ⪅ᩘ

㸦ே㸧 
719 427 319 325 

 
ᵓᡂẚ⋡

㸦㸣㸧 
23.0 16.0 13.9 14.6 

 

➨㸱ḟ⏘ᴗ 

ᑵᴗ⪅ᩘ

㸦ே㸧 
1,386 1,392 1,250 1,215 

 
ᵓᡂẚ⋡

㸦㸣㸧 
44.4 52.0 54.6 54.7 

 

ศ㢮⬟ 

ᑵᴗ⪅ᩘ

㸦ே㸧 
3 1 6 4 

 
ᵓᡂẚ⋡

㸦㸣㸧 
0.1 0.0 0.3 0.2 

ᑵᴗ⋡㸦㸣㸧 44.9 41.6 39.6 43.6 

ὀ㸸➃ᩘฎ⌮ࡢ㛵ಀ࡛ᵓᡂẚྜࡢィ100ࠊࡣ㸣࡞ࡽ࡞いሙྜࡀあࠋࡍࡲࡾ 

㈨ᩱ㸸ᅜໃㄪᰝ 
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➨䠏ḟ産ᴗ ➨䠎ḟ産ᴗ ➨䠍ḟ産ᴗ

（人） 3,124 2,676 2,288 2,220
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≗ ⇈∙⇗∞⇮ᛦ௹ኽௐ 

本計画の策定にあたり、住民が町の現状をどのようにឤじ、これからどのようなまちづ

くりを考えているかなど、住民のព向をᢕᥱするため、令和ඖ年㸶月にࢺ࣮ࢣࣥ調査を

実施しました。 

 。調査のᴫ要は、次のとおりですࢺ࣮ࢣࣥ

 

ྡ⛠ ᭶⏫ࡢ᪂ࡋいࡢࡵࡓࡢࡾࡃ࡙ࡕࡲ⏫Ẹࢺ࣮ࢣࣥㄪᰝ 

ᐇᖺ᭶ ௧ඖᖺ㸶᭶ 

ᐇ᪉ἲ 㒑㏦ࡿࡼ㓄ᕸ࣭ᅇ 

ㄪᰝᑐ㇟ ⏫Ẹ 2,000ே㸦18ṓ௨ୖ㸧 

᭷ຠᅇᩘ㸦᭷ຠᅇ⋡㸧 739㸦37.0㸣㸧 

ὀ㸸௨㝆ࡢศᯒ⤖ᯝ࡛ࠊࡣẚ⋡ࡣⓒศ⋡㸦㸣㸧࡛⾲ࠊࡋᑠᩘⅬ௨ୗ➨㸰ࢆᅄᤞධ࡚ࡋ⟬ฟࡋ

࡚いྛࠊࡽࡇࡿᅇ⟅ྜࡢィẚ⋡ࡀ 100㸣࡞ࡽ࡞いሙྜࡀあࠋࡍࡲࡾ 

 

≋≔≌ ↭←↧↝ग़ბࡇ 

大月町に͆ឡ╔をឤじている͇が 73.0㸣、͆ ឡ╔をឤじていない͇が 6.2㸣と、住

民のまちへのឡ╔ᗘの高さがఛえます。 

͆ឡ╔をឤじている と͇⟅えた人を年齢でみると、60ṓ代㸦77.3㸣㸧が᭱も高く、

ᴫࡡすべての世代で７を㉸えています。これにᑐし、30ṓ代では 61.7㸣との世

代にẚべ、ឡ╔ᗘがややపくなっています。 

 

 

 

 

 

 Ӽॖ˰ܭ ≌≔≋

今後も大月町に“住みたい͇が 69.4㸣、“住みたくない͇が 7.7㸣と、ឡ╔ᗘとྠ

様に、住民の定住ព向の高さがఛえます。 

“住みたい と͇⟅えた人を年齢でみると、ᴫࡡ加齢とともにୖ᪼していく傾向にあ

り、特に 70 ṓ௨ୖ㸦78.4㸣㸧、60 ṓ代㸦71.0㸣㸧で７を㉸えています。一方、30

ṓ代では 51.1㸣との世代にẚべ、పくなっています。 
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䛸䛶䜒ឡ╔䜢ឤ䛨䛶䛔䜛 䛹䛱䜙䛛䛸䛔䛘䜀ឡ╔䜢ឤ䛨䛶䛔䜛 䛹䛱䜙䛸䜒䛔䛘䛺䛔 䛹䛱䜙䛛䛸䛔䛘䜀ឡ╔䜢ឤ䛨䛶䛔䛺䛔 ឡ╔䜢ឤ䛨䛶䛔䛺䛔 ↓ᅇ⟅
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≗ ⇈∙⇗∞⇮ᛦ௹ኽௐ 

本計画の策定にあたり、住民が町の現状をどのようにឤじ、これからどのようなまちづ

くりを考えているかなど、住民のព向をᢕᥱするため、令和ඖ年㸶月にࢺ࣮ࢣࣥ調査を

実施しました。 

 。調査のᴫ要は、次のとおりですࢺ࣮ࢣࣥ

 

ྡ⛠ ᭶⏫ࡢ᪂ࡋいࡢࡵࡓࡢࡾࡃ࡙ࡕࡲ⏫Ẹࢺ࣮ࢣࣥㄪᰝ 

ᐇᖺ᭶ ௧ඖᖺ㸶᭶ 

ᐇ᪉ἲ 㒑㏦ࡿࡼ㓄ᕸ࣭ᅇ 

ㄪᰝᑐ㇟ ⏫Ẹ 2,000ே㸦18ṓ௨ୖ㸧 

᭷ຠᅇᩘ㸦᭷ຠᅇ⋡㸧 739㸦37.0㸣㸧 

ὀ㸸௨㝆ࡢศᯒ⤖ᯝ࡛ࠊࡣẚ⋡ࡣⓒศ⋡㸦㸣㸧࡛⾲ࠊࡋᑠᩘⅬ௨ୗ➨㸰ࢆᅄᤞධ࡚ࡋ⟬ฟࡋ

࡚いྛࠊࡽࡇࡿᅇ⟅ྜࡢィẚ⋡ࡀ 100㸣࡞ࡽ࡞いሙྜࡀあࠋࡍࡲࡾ 

 

≋≔≌ ↭←↧↝ग़ბࡇ 

大月町に͆ឡ╔をឤじている͇が 73.0㸣、͆ ឡ╔をឤじていない͇が 6.2㸣と、住

民のまちへのឡ╔ᗘの高さがఛえます。 

͆ឡ╔をឤじている と͇⟅えた人を年齢でみると、60ṓ代㸦77.3㸣㸧が᭱も高く、

ᴫࡡすべての世代で７を㉸えています。これにᑐし、30ṓ代では 61.7㸣との世

代にẚべ、ឡ╔ᗘがややపくなっています。 

 

 

 

 

 

 Ӽॖ˰ܭ ≌≔≋

今後も大月町に“住みたい͇が 69.4㸣、“住みたくない͇が 7.7㸣と、ឡ╔ᗘとྠ

様に、住民の定住ព向の高さがఛえます。 

“住みたい と͇⟅えた人を年齢でみると、ᴫࡡ加齢とともにୖ᪼していく傾向にあ

り、特に 70 ṓ௨ୖ㸦78.4㸣㸧、60 ṓ代㸦71.0㸣㸧で７を㉸えています。一方、30

ṓ代では 51.1㸣との世代にẚべ、పくなっています。 
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 ಅನᡯݼ ≖

平成 27年の国勢調査における本町のᑵ業者総ᩘは 2,220人となっており、人口のື向

とྠ様に減少傾向にあります。 

産業ูでは、第１次産業のᑵ業人口は減少傾向にあります。第２次産業のᑵ業人口は減

少傾向にあり、平成 12年から平成 17年にかけて大きく減少し、平成 22年௨㝆 300人ྎ

で推⛣しています。第３次産業のᑵ業人口は、平成 17年をࢡ࣮ࣆに減少に㌿じています。 

 

ᖺ 

㡯┠ 
ᖹᡂ 12ᖺ ᖹᡂ 17ᖺ ᖹᡂ 22ᖺ ᖹᡂ 27ᖺ 

ᑵᴗ⪅⥲ᩘ㸦ே㸧 3,124 2,676 2,288 2,220 

 

➨㸯ḟ⏘ᴗ 

ᑵᴗ⪅ᩘ

㸦ே㸧 
1,016 856 713 676 

 
ᵓᡂẚ⋡

㸦㸣㸧 
32.5 32.0 31.2 30.5 

 

➨㸰ḟ⏘ᴗ 

ᑵᴗ⪅ᩘ

㸦ே㸧 
719 427 319 325 

 
ᵓᡂẚ⋡

㸦㸣㸧 
23.0 16.0 13.9 14.6 

 

➨㸱ḟ⏘ᴗ 

ᑵᴗ⪅ᩘ

㸦ே㸧 
1,386 1,392 1,250 1,215 

 
ᵓᡂẚ⋡

㸦㸣㸧 
44.4 52.0 54.6 54.7 

 

ศ㢮⬟ 

ᑵᴗ⪅ᩘ

㸦ே㸧 
3 1 6 4 

 
ᵓᡂẚ⋡

㸦㸣㸧 
0.1 0.0 0.3 0.2 

ᑵᴗ⋡㸦㸣㸧 44.9 41.6 39.6 43.6 

ὀ㸸➃ᩘฎ⌮ࡢ㛵ಀ࡛ᵓᡂẚྜࡢィ100ࠊࡣ㸣࡞ࡽ࡞いሙྜࡀあࠋࡍࡲࡾ 

㈨ᩱ㸸ᅜໃㄪᰝ 
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➨䠏ḟ産ᴗ ➨䠎ḟ産ᴗ ➨䠍ḟ産ᴗ

（人） 3,124 2,676 2,288 2,220

9 

≗ ⇈∙⇗∞⇮ᛦ௹ኽௐ 

本計画の策定にあたり、住民が町の現状をどのようにឤじ、これからどのようなまちづ

くりを考えているかなど、住民のព向をᢕᥱするため、令和ඖ年㸶月にࢺ࣮ࢣࣥ調査を

実施しました。 

 。調査のᴫ要は、次のとおりですࢺ࣮ࢣࣥ

 

ྡ⛠ ᭶⏫ࡢ᪂ࡋいࡢࡵࡓࡢࡾࡃ࡙ࡕࡲ⏫Ẹࢺ࣮ࢣࣥㄪᰝ 

ᐇᖺ᭶ ௧ඖᖺ㸶᭶ 

ᐇ᪉ἲ 㒑㏦ࡿࡼ㓄ᕸ࣭ᅇ 

ㄪᰝᑐ㇟ ⏫Ẹ 2,000ே㸦18ṓ௨ୖ㸧 

᭷ຠᅇᩘ㸦᭷ຠᅇ⋡㸧 739㸦37.0㸣㸧 

ὀ㸸௨㝆ࡢศᯒ⤖ᯝ࡛ࠊࡣẚ⋡ࡣⓒศ⋡㸦㸣㸧࡛⾲ࠊࡋᑠᩘⅬ௨ୗ➨㸰ࢆᅄᤞධ࡚ࡋ⟬ฟࡋ

࡚いྛࠊࡽࡇࡿᅇ⟅ྜࡢィẚ⋡ࡀ 100㸣࡞ࡽ࡞いሙྜࡀあࠋࡍࡲࡾ 

 

≋≔≌ ↭←↧↝ग़ბࡇ 

大月町に͆ឡ╔をឤじている͇が 73.0㸣、͆ ឡ╔をឤじていない͇が 6.2㸣と、住

民のまちへのឡ╔ᗘの高さがఛえます。 

͆ឡ╔をឤじている と͇⟅えた人を年齢でみると、60ṓ代㸦77.3㸣㸧が᭱も高く、

ᴫࡡすべての世代で７を㉸えています。これにᑐし、30ṓ代では 61.7㸣との世

代にẚべ、ឡ╔ᗘがややపくなっています。 

 

 

 

 

 

 Ӽॖ˰ܭ ≌≔≋
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り、特に 70 ṓ௨ୖ㸦78.4㸣㸧、60 ṓ代㸦71.0㸣㸧で７を㉸えています。一方、30

ṓ代では 51.1㸣との世代にẚべ、పくなっています。 
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≋≖≌ ထ↝᭽щႎ↙↗ↂ↼⅚ɧҗЎ↙↗ↂ↼ 

͆特色ある㎰Ỉ産≀͇や͆豊かな自然環境 、͇͆ 地域や人のつながり͇に町の㨩力を

ឤじている一方、͆ ᑵປのሙや産業の活力不足͇と͆㈙い≀の౽のᝏさ͇が指され

ています。 

 

 㨩ຊⓗࢁࡇ࡞ ༑ศࢁࡇ࡞ 

➨㸯 ࠾いࡋい㎰Ỉ⏘≀ࡀあࡿ ാࡃሙࡀ༑ศ 

➨㸰 ⮬↛⎔ቃ࣭ᬒほࡀඃ࡚ࢀいࡿ ㈙い≀ࡀ౽ࡢᝏい 

➨㸱 ேࡸᆅᇦࡢ㐃ᖏឤࡀあࡿ 㐨㊰࣭㏻ࡀ౽ࡢᝏい 

➨㸲 㨩ຊあࡿほග㈨※ࡀあࡿ ⏘ᴗࡢάຊࡀ༑ศ 

➨㸳 ಖ࣭་⒪⎔ቃ࡚ࡗᩚࡀいࡿ ⾜ᨻࡀࢫࣅ࣮ࢧ༑ศ 

 

≋≗≌ ထ↝ӲЎ↚᧙ↈ↺ឱࡇ↗ᙲࡇ 

第㸴次総合振興計画における町の施策の‶足ᗘと重要ᗘは、次のような⤖ᯝとな

っています。 

 

 ‶㊊ᗘࡀ㧗い㡯┠ ‶㊊ᗘࡀపい㡯┠ 

➨㸯 ಖࢫࣅ࣮ࢧᥦ౪యไ 㞠⏝ᑐ⟇ࡢ≧ἣ 

➨㸰 ごࡳฎ⌮࣭ࣜࡢ➼ࣝࢡࢧ≧ἣ ᕤᴗ⯆࣭ᴗㄏ⮴ࡢ≧ἣ 

➨㸱 ᾘ㜵࣭ᩆᛴయไ ၟᴗ⯆ࡢ≧ἣ 

➨㸲 ⡆᫆Ỉ㐨࣭ᩚࡢ࣒ࢲഛ≧ἣ ᯘᴗ⯆ࡢ≧ἣ 

➨㸳 Ꮫᰯᩍ⫱⎔ቃ ㊰⥺ࡢࢫࣂ≧ἣ 

 

 㔜せᗘࡀ㧗い㡯┠ 

➨㸯 ་⒪యไ 

➨㸰 㐨㊰ᩚࡢഛ≧ἣ 

➨㸱 ᾘ㜵࣭ᩆᛴయไ 

➨㸲 㜵⅏యไ 

➨㸳 ಖࢫࣅ࣮ࢧᥦ౪యไ 
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≋≘≌ ൭↰↸↻↺ሊ 

ୖグの‶足ᗘと重要ᗘのศᯒを㋃まえ、今後、本町がඃඛ的に取り組むべき施策を

ᢕᥱするため、‶足ᗘホ౯と重要ᗘホ౯の┦関をみると、次のような⤖ᯝとなってい

ます。 

 

ඃඛᗘ㧗い ඃඛᗘపい 

1-շ 㞠⏝ᑐ⟇ࡢ≧ἣ 

3-պ ᒣ࣭Ỉᑐ⟇ 

2-ձ 㐨㊰ᩚࡢഛ≧ἣ 

2-ղ ㊰⥺ࡢࢫࣂ≧ἣ 

4-ղ ་⒪యไ 

3-ո 㜵⅏యไ 

1-ճ Ỉ⏘ᴗ⯆ࡢ≧ἣ 

1-յ ᕤᴗ⯆࣭ᴗㄏ⮴ࡢ≧

ἣ 

1-ձ ㎰ᴗ⯆ࡢ≧ἣ 

1-մ ၟᴗ⯆ࡢ≧ἣ 

6-մ ⾜ᨻᨵ㠉ࡢ≧ἣ 

3-չ ᾘ㜵࣭ᩆᛴయไ 

1-ն ほග⯆ࡢ≧ἣ 

3-ջ 㜵≢యไ 

4-ն 㧗㱋⪅ᨭయไ 

3-ձ ⡆᫆Ỉ㐨࣭ᩚࡢ࣒ࢲഛ≧

ἣ 

6-ճ ᅜ㝿ὶάືࡢ≧ἣ 

5-շ ᩥⱁ⾡⎔ቃ 

5-յ ⏨ዪඹྠཧ⏬ࡢ≧ἣ 

6-ղ ࡢࢸࢽ࣑ࣗࢥ≧ἣ 

5-մ ேᶒᑛ㔜ࡢࡾࡃ࡙ࡕࡲࡢ≧ἣ 

6-ձ ⏫Ẹཧ⏬࣭༠ാࡢ≧ἣ 

5-ն ᩥ㈈ࡢಖᏑ࣭ ά⏝≧ἣ 

3-ն ⏕ྍ⬟࣮ࢠࣝࢿ࢚ᑟධࡢ≧

ἣ 

1-ո ᾘ㈝⪅ᑐ⟇ࡢ≧ἣ 

5-ո ࢶ࣮࣏ࢫ⎔ቃ 

3-տ ఫᏯ⟇ࡢ≧ἣ 

6-ն ᗈᇦⓗ㐃ᦠࡢࡾࡃ࡙ࡕࡲࡿࡼ≧

ἣ 

5-ճ 㟷ᑡᖺࡢ⫱ᡂ⎔ቃ 

3-ճ ࡋᒀฎ⌮ࡢ≧ἣ 

3-ռ ㏻Ᏻయไ 

5-ղ ♫ᩍ⫱⎔ቃ 

4-մ 㞀ࡀい⪅ᨭయไ 

4-յ ᆅᇦ⚟♴యไ 

3-վ ᐃఫಁ㐍ᑐ⟇ࡢ≧ἣ 

4-ձ ಖࢫࣅ࣮ࢧᥦ౪యไ 

1-ղ ᯘᴗ⯆ࡢ≧ἣ 

2-ճ ሗ㏻ಙ⎔ቃ 

5-ձ Ꮫᰯᩍ⫱⎔ቃ 

3-ս ᅵᆅ⏝ࡢ≧ἣ 

3-ղ ごࡳฎ⌮࣭ࣜࡢ➼ࣝࢡࢧ≧

ἣ 

4-ճ Ꮚ⫱࡚ᨭయไ 

3-մ ୗỈ㐨ᩚࡢഛ≧ἣ 

3-յ ⎔ቃಖࡢ≧ἣ 

3-շ ᬒほࡢ≧ἣ 

6-յ ㈈ᨻᨵ㠉ࡢ≧ἣ 
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≋≘≌ ൭↰↸↻↺ሊ 

ୖグの‶足ᗘと重要ᗘのศᯒを㋃まえ、今後、本町がඃඛ的に取り組むべき施策を

ᢕᥱするため、‶足ᗘホ౯と重要ᗘホ౯の┦関をみると、次のような⤖ᯝとなってい

ます。 

 

ඃඛᗘ㧗い ඃඛᗘపい 

1-շ 㞠⏝ᑐ⟇ࡢ≧ἣ 

3-պ ᒣ࣭Ỉᑐ⟇ 

2-ձ 㐨㊰ᩚࡢഛ≧ἣ 

2-ղ ㊰⥺ࡢࢫࣂ≧ἣ 

4-ղ ་⒪యไ 

3-ո 㜵⅏యไ 

1-ճ Ỉ⏘ᴗ⯆ࡢ≧ἣ 

1-յ ᕤᴗ⯆࣭ᴗㄏ⮴ࡢ≧

ἣ 

1-ձ ㎰ᴗ⯆ࡢ≧ἣ 

1-մ ၟᴗ⯆ࡢ≧ἣ 

6-մ ⾜ᨻᨵ㠉ࡢ≧ἣ 

3-չ ᾘ㜵࣭ᩆᛴయไ 

1-ն ほග⯆ࡢ≧ἣ 

3-ջ 㜵≢యไ 

4-ն 㧗㱋⪅ᨭయไ 

3-ձ ⡆᫆Ỉ㐨࣭ᩚࡢ࣒ࢲഛ≧

ἣ 

6-ճ ᅜ㝿ὶάືࡢ≧ἣ 

5-շ ᩥⱁ⾡⎔ቃ 

5-յ ⏨ዪඹྠཧ⏬ࡢ≧ἣ 

6-ղ ࡢࢸࢽ࣑ࣗࢥ≧ἣ 

5-մ ேᶒᑛ㔜ࡢࡾࡃ࡙ࡕࡲࡢ≧ἣ 

6-ձ ⏫Ẹཧ⏬࣭༠ാࡢ≧ἣ 

5-ն ᩥ㈈ࡢಖᏑ࣭ ά⏝≧ἣ 

3-ն ⏕ྍ⬟࣮ࢠࣝࢿ࢚ᑟධࡢ≧

ἣ 

1-ո ᾘ㈝⪅ᑐ⟇ࡢ≧ἣ 

5-ո ࢶ࣮࣏ࢫ⎔ቃ 

3-տ ఫᏯ⟇ࡢ≧ἣ 

6-ն ᗈᇦⓗ㐃ᦠࡢࡾࡃ࡙ࡕࡲࡿࡼ≧

ἣ 

5-ճ 㟷ᑡᖺࡢ⫱ᡂ⎔ቃ 

3-ճ ࡋᒀฎ⌮ࡢ≧ἣ 

3-ռ ㏻Ᏻయไ 

5-ղ ♫ᩍ⫱⎔ቃ 

4-մ 㞀ࡀい⪅ᨭయไ 

4-յ ᆅᇦ⚟♴యไ 

3-վ ᐃఫಁ㐍ᑐ⟇ࡢ≧ἣ 

4-ձ ಖࢫࣅ࣮ࢧᥦ౪యไ 

1-ղ ᯘᴗ⯆ࡢ≧ἣ 

2-ճ ሗ㏻ಙ⎔ቃ 

5-ձ Ꮫᰯᩍ⫱⎔ቃ 

3-ս ᅵᆅ⏝ࡢ≧ἣ 

3-ղ ごࡳฎ⌮࣭ࣜࡢ➼ࣝࢡࢧ≧

ἣ 

4-ճ Ꮚ⫱࡚ᨭయไ 

3-մ ୗỈ㐨ᩚࡢഛ≧ἣ 

3-յ ⎔ቃಖࡢ≧ἣ 

3-շ ᬒほࡢ≧ἣ 

6-յ ㈈ᨻᨵ㠉ࡢ≧ἣ 
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≋≖≌ ထ↝᭽щႎ↙↗ↂ↼⅚ɧҗЎ↙↗ↂ↼ 

͆特色ある㎰Ỉ産≀͇や͆豊かな自然環境 、͇͆ 地域や人のつながり͇に町の㨩力を

ឤじている一方、͆ ᑵປのሙや産業の活力不足͇と͆㈙い≀の౽のᝏさ͇が指され

ています。 

 

 㨩ຊⓗࢁࡇ࡞ ༑ศࢁࡇ࡞ 

➨㸯 ࠾いࡋい㎰Ỉ⏘≀ࡀあࡿ ാࡃሙࡀ༑ศ 

➨㸰 ⮬↛⎔ቃ࣭ᬒほࡀඃ࡚ࢀいࡿ ㈙い≀ࡀ౽ࡢᝏい 

➨㸱 ேࡸᆅᇦࡢ㐃ᖏឤࡀあࡿ 㐨㊰࣭㏻ࡀ౽ࡢᝏい 

➨㸲 㨩ຊあࡿほග㈨※ࡀあࡿ ⏘ᴗࡢάຊࡀ༑ศ 

➨㸳 ಖ࣭་⒪⎔ቃ࡚ࡗᩚࡀいࡿ ⾜ᨻࡀࢫࣅ࣮ࢧ༑ศ 

 

≋≗≌ ထ↝ӲЎ↚᧙ↈ↺ឱࡇ↗ᙲࡇ 

第㸴次総合振興計画における町の施策の‶足ᗘと重要ᗘは、次のような⤖ᯝとな

っています。 

 

 ‶㊊ᗘࡀ㧗い㡯┠ ‶㊊ᗘࡀపい㡯┠ 

➨㸯 ಖࢫࣅ࣮ࢧᥦ౪యไ 㞠⏝ᑐ⟇ࡢ≧ἣ 

➨㸰 ごࡳฎ⌮࣭ࣜࡢ➼ࣝࢡࢧ≧ἣ ᕤᴗ⯆࣭ᴗㄏ⮴ࡢ≧ἣ 

➨㸱 ᾘ㜵࣭ᩆᛴయไ ၟᴗ⯆ࡢ≧ἣ 

➨㸲 ⡆᫆Ỉ㐨࣭ᩚࡢ࣒ࢲഛ≧ἣ ᯘᴗ⯆ࡢ≧ἣ 

➨㸳 Ꮫᰯᩍ⫱⎔ቃ ㊰⥺ࡢࢫࣂ≧ἣ 

 

 㔜せᗘࡀ㧗い㡯┠ 

➨㸯 ་⒪యไ 

➨㸰 㐨㊰ᩚࡢഛ≧ἣ 

➨㸱 ᾘ㜵࣭ᩆᛴయไ 

➨㸲 㜵⅏యไ 

➨㸳 ಖࢫࣅ࣮ࢧᥦ౪యไ 
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≋≘≌ ൭↰↸↻↺ሊ 

ୖグの‶足ᗘと重要ᗘのศᯒを㋃まえ、今後、本町がඃඛ的に取り組むべき施策を

ᢕᥱするため、‶足ᗘホ౯と重要ᗘホ౯の┦関をみると、次のような⤖ᯝとなってい

ます。 

 

ඃඛᗘ㧗い ඃඛᗘపい 

1-շ 㞠⏝ᑐ⟇ࡢ≧ἣ 

3-պ ᒣ࣭Ỉᑐ⟇ 

2-ձ 㐨㊰ᩚࡢഛ≧ἣ 

2-ղ ㊰⥺ࡢࢫࣂ≧ἣ 

4-ղ ་⒪యไ 

3-ո 㜵⅏యไ 

1-ճ Ỉ⏘ᴗ⯆ࡢ≧ἣ 

1-յ ᕤᴗ⯆࣭ᴗㄏ⮴ࡢ≧

ἣ 

1-ձ ㎰ᴗ⯆ࡢ≧ἣ 

1-մ ၟᴗ⯆ࡢ≧ἣ 

6-մ ⾜ᨻᨵ㠉ࡢ≧ἣ 

3-չ ᾘ㜵࣭ᩆᛴయไ 

1-ն ほග⯆ࡢ≧ἣ 

3-ջ 㜵≢యไ 

4-ն 㧗㱋⪅ᨭయไ 

3-ձ ⡆᫆Ỉ㐨࣭ᩚࡢ࣒ࢲഛ≧

ἣ 

6-ճ ᅜ㝿ὶάືࡢ≧ἣ 

5-շ ᩥⱁ⾡⎔ቃ 

5-յ ⏨ዪඹྠཧ⏬ࡢ≧ἣ 

6-ղ ࡢࢸࢽ࣑ࣗࢥ≧ἣ 

5-մ ேᶒᑛ㔜ࡢࡾࡃ࡙ࡕࡲࡢ≧ἣ 

6-ձ ⏫Ẹཧ⏬࣭༠ാࡢ≧ἣ 

5-ն ᩥ㈈ࡢಖᏑ࣭ ά⏝≧ἣ 

3-ն ⏕ྍ⬟࣮ࢠࣝࢿ࢚ᑟධࡢ≧

ἣ 

1-ո ᾘ㈝⪅ᑐ⟇ࡢ≧ἣ 

5-ո ࢶ࣮࣏ࢫ⎔ቃ 

3-տ ఫᏯ⟇ࡢ≧ἣ 

6-ն ᗈᇦⓗ㐃ᦠࡢࡾࡃ࡙ࡕࡲࡿࡼ≧

ἣ 

5-ճ 㟷ᑡᖺࡢ⫱ᡂ⎔ቃ 

3-ճ ࡋᒀฎ⌮ࡢ≧ἣ 

3-ռ ㏻Ᏻయไ 

5-ղ ♫ᩍ⫱⎔ቃ 

4-մ 㞀ࡀい⪅ᨭయไ 

4-յ ᆅᇦ⚟♴యไ 

3-վ ᐃఫಁ㐍ᑐ⟇ࡢ≧ἣ 

4-ձ ಖࢫࣅ࣮ࢧᥦ౪యไ 
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3-ղ ごࡳฎ⌮࣭ࣜࡢ➼ࣝࢡࢧ≧

ἣ 
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3-մ ୗỈ㐨ᩚࡢഛ≧ἣ 
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6-յ ㈈ᨻᨵ㠉ࡢ≧ἣ 
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≋≙≌ ʻࢸ↝↭←↔ⅾ↹↝ཎᑥ 

͆ಖ・་⒪・⚟♴の実͇や͆産業・観ගの振興͇に住民の関心が集まっていま

す。 

 

 ᚋࡢࡾࡃ࡙ࡕࡲࡢ≉Ⰽ 

➨㸯 ᗣ࣭⚟♴ࡕࡲࡢ 

➨㸰 ㎰ᯘỈ⏘ᴗࡕࡲࡢ 

➨㸱 ほග࣭ὶࡕࡲࡢ 

➨㸲 ᛌ㐺ఫ⎔ቃࡕࡲࡢ 

➨㸳 Ꮚ⫱࡚࣭ᩍ⫱ࡕࡲࡢ 
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ᇹ≖ᇘ ˊ↝ກ් 
 

本町を取りᕳく♫経῭環境は、様ࠎな㠃で大きくኚ化しています。 

本計画策定にあたり␃ពすべき時代の₻流について、次のとおりᩚ理しました。 

 

 ᅈ˟↝Пஹݲ᭗ᱫ҄↝ᡶᘍ↗ʴӝถ܇ݲ ≕

国の人口は平成 20年をࢡ࣮ࣆ㸦12,808人㸧に減少ᒁ㠃にධっており、人口減少・少

子高齢化が加速化しています。特に高齢者の༢⊂世ᖏのቑ加や↓ᒃ住地域のᣑ大も㢧ⴭ

になっています。 

こうした状況ୗでは、人口減少のᢚไとともに、人口減少を๓ᥦとした♫࣒ࢸࢫࢩへ

の㌿がồめられています。 

 

≕ ؾբ᫆↧↝ࣖݣ 

♫経῭活ືによる環境㈇Ⲵのቑ大➼により自然環境がᦆなࢃれつつあり、住民との

協ാによるಖㆤ、ಖ全の取り組みやᚠ環ᆺ♫のᵓ⠏がồめられています。 

さらに、地⌫ ᬮ化ᑐ策としてపⅣ⣲ᆺの地域ᵓ㐀や♫経῭࣒ࢸࢫࢩのᙧ成がồめ

られている中、あらゆるᒁ㠃で環境への㈇Ⲵをప減するためには、環境への㓄៖が業・

団体の取り組みとしても不可Ḟになっています。 

 

 ↹↭ᜤ↝᭗ॖ࣎ܤ∝μܤ ≖

全国各地で㢖Ⓨする地㟈やྎ㢼➼の大規模自然⅏ᐖに加え、᪂ᆺࢫࣝ࢘ࢼࣟࢥឤᰁ

のまんᘏもあり、⅏ᐖや༴機⟶理にᑐするព㆑が高まっています。 

また、子どもをᕳき㎸む≢⨥やᨾ、特Ṧブḭによる⿕ᐖ➼も後を⤯たࡎ、Ᏻ全でᏳ心

してᬽらせる♫づくりがồめられています。 

 

≗ ऴإᡫ̮২ᘐ≋ICT≌↝ᡶޒ 

ሗ㏻ಙᢏ⾡㸦ICT㸧の㣕㌍的な進ᒎにより、ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥやሗⓎಙにおける

౽性の向ୖに加え、人口減少時代における課題解決のᡭẁとしてのᙺが期ᚅされて

います。 

その一方、♫問題化する࣮ࢩࣂࣛࣉ、⨥≢ࢺࢵࢿ࣮ࢱࣥᐖ、ಶ人ሗの₃えい

などにᑐするሗࢸࣜࣗ࢟ࢭのᙉ化がồめられています。 
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 ಮ҄ٶ↝∑⇊⇥⇟⇻⇊∏ ≘

にᑐするきめ⣽かなᑐᛂがồめられてࢬ࣮ࢽなࠎのከ様化により、様ࣝࢱࢫࣇࣛ

います。 

また、♫の持続的なⓎᒎには、ዪ性や高齢者の活㌍が重要になるとともに、ാき方の

ከ様化やປാの㉁の向ୖがồめられます。 

人ᶒព㆑を㔊成し、࣮࣡ࢫࣥࣛࣂ・ࣇࣛ・ࢡの実現や地域での流を㏻じて、協ാ・

ඹຓの組みのᵓ⠏がồめられています。 

 

 оဃ↝ਖ਼ᡶ૾ע ≙

人口減少と東京圏への一極集中にᑐし、国は、平成 26 年 12 月に施行した「まち・ࡦ

と・しごと創生法」に基づき、地方創生の推進に向けた⛣住・定住のಁ進や関係人口の創

ฟ・ᣑ大➼の総合的な取り組みを進めています。 

令和ඖ年 12月に㛶㆟決定された第２期の総合ᡓ␎では、᪂たなど点も┒り㎸み、地方

創生の一ᒙの実とᙉ化がᅗられています。 

 

≚ ਤዓӧᏡ↙ႆ目≋SDGs≌↝ਖ਼ᡶ 

「このඛの世⏺が今௨ୖにⰋくなるために 2030年までに世⏺の人ࠎが全ဨで協力して

解決したい目ᶆ」である持続可能な㛤Ⓨ目ᶆ㸦SDGs㸧は、「ㄡ一人取りṧさない」♫の

実現を目指し、経῭、♫、環境をᕠるᗈ⠊ᅖな課題に総合的に取り組むことを♧してい

ます。 

国も SDGsの実施指㔪を決定し、㐩成に向けた地域での取り組みをಁ進しています。 
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ᇹ≗ᇘ ↭←↔ⅾ↹↝ɼᙲ↙ᛢ᫆ 
 

本計画の策定にあたり、本町の現状とື向、住民ព㆑調査の⤖ᯝ、時代の₻流を㋃まえ、

本町の要な課題を次のとおりᩚ理しました。 

 

≔ ᭗ᱫᎍᅦᅍ∝܇Ꮛ↕ૅੲ˳С↝Ϊܱ 

ಖ・⚟♴・་⒪体ไのᩚഛ実やᛴ速に進む少子高齢♫へのᑐ策がᙉくồめられて

います。特に、住民ࢺ࣮ࢣࣥでは、ಖࢫࣅ࣮ࢧᥦ౪体ไにᑐする住民の‶足ᗘや་⒪

体ไにᑐする住民の重要ᗘが高くなっています。 

このため、これまでᩚഛしてきたಖ・⚟♴環境や✚極的にᩚഛしてきた子⫱て環境を

活かし、ಖ・⚟♴・་⒪体ไや総合的な子⫱て支援体ไの一ᒙの実をᅗり、すべての

住民がᗣでᏳ心してᬽらすことができ、また、子どもをᏳ心して生み⫱てることができ

る環境をᩚഛするᚲ要があります。 

 

≕ ଢଐ⇁ਃⅵ܇↘↱←↝Ꮛ↗ဃ෨ܖ፼࢟↝ؾ 

ᩍ⫱行政への取り組みが進められ、ᩍ⫱にᑐする人ࠎの関心が一ᒙ高まる中、本町にお

いても、子どものᩍ⫱環境の実がᙉくồめられています。 

また、住民一人ࡦとりが生ᾭにࢃたり生きがいを持ち続け、地域活ືへのཧ加と連ᖏが

できるよう、ㄡもが自Ⓨ的にᏛࡧ、活ືできる生ᾭᏛ⩦環境のᙧ成がᚲ要となっています。 

このため、本町ならではの特色あるᩍ⫱行政を推進し、町の明᪥をᢸう子どもたちや人

ᮦの⫱成に取り組んでいくᚲ要があります。 

 

≖ ထኺฎ↝ࣱ҄⅚ᨽဇ↝ئ↝ਘΪ↚Ӽↀငಅਰᐻ 

地方の産業・経῭が౫然としてཝしい状況にある中、業ㄏ⮴などによる産業振興や㞠

⏝ᑐ策がᙉくồめられています。住民ࢺ࣮ࢣࣥでは、㞠⏝ᑐ策や工業振興・業ㄏ⮴、

商業振興ཬࡧᯘ業振興の状況にᑐする住民の‶足ᗘがపくなっており、特に、㞠⏝ᑐ策は、

ඃඛᗘの高い㡯目としてあࡆられています。 

観ග㠃では、豊かなᾏの恵みを活かしたࢢࣥࣅࢲࣂ࣮ࣗ࢟ࢫやᾏỈᾎを㏻じて、㐨の

㥐大月㸦ࡩれあいࢡ࣮ࣃ・大月㸧やᐟἩ施設では、町እからのゼ問ᐈにより大きな┈に

つながっています。 

このため、町の経῭の活性化と㞠⏝のሙの創ฟに向け、豊かな自然資源を活かした㎰ᯘ

Ỉ産業や観ග業の一ᒙの推進、また、１次産業ཧධ業のㄏ⮴や工業の振興、さらには、

中心ᕷ⾤地をはじめとする商業の振興をᅗり、若者にも㨩力があり、活力のある産業基┙

ᩚഛを進めていくᚲ要があります。 
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㥐大月㸦ࡩれあいࢡ࣮ࣃ・大月㸧やᐟἩ施設では、町እからのゼ問ᐈにより大きな┈に

つながっています。 

このため、町の経῭の活性化と㞠⏝のሙの創ฟに向け、豊かな自然資源を活かした㎰ᯘ

Ỉ産業や観ග業の一ᒙの推進、また、１次産業ཧධ業のㄏ⮴や工業の振興、さらには、

中心ᕷ⾤地をはじめとする商業の振興をᅗり、若者にも㨩力があり、活力のある産業基┙

ᩚഛを進めていくᚲ要があります。 

序
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 ಮ҄ٶ↝∑⇊⇥⇟⇻⇊∏ ≘

にᑐするきめ⣽かなᑐᛂがồめられてࢬ࣮ࢽなࠎのከ様化により、様ࣝࢱࢫࣇࣛ

います。 

また、♫の持続的なⓎᒎには、ዪ性や高齢者の活㌍が重要になるとともに、ാき方の

ከ様化やປാの㉁の向ୖがồめられます。 

人ᶒព㆑を㔊成し、࣮࣡ࢫࣥࣛࣂ・ࣇࣛ・ࢡの実現や地域での流を㏻じて、協ാ・

ඹຓの組みのᵓ⠏がồめられています。 

 

 оဃ↝ਖ਼ᡶ૾ע ≙

人口減少と東京圏への一極集中にᑐし、国は、平成 26 年 12 月に施行した「まち・ࡦ

と・しごと創生法」に基づき、地方創生の推進に向けた⛣住・定住のಁ進や関係人口の創

ฟ・ᣑ大➼の総合的な取り組みを進めています。 

令和ඖ年 12月に㛶㆟決定された第２期の総合ᡓ␎では、᪂たなど点も┒り㎸み、地方

創生の一ᒙの実とᙉ化がᅗられています。 

 

≚ ਤዓӧᏡ↙ႆ目≋SDGs≌↝ਖ਼ᡶ 

「このඛの世⏺が今௨ୖにⰋくなるために 2030年までに世⏺の人ࠎが全ဨで協力して

解決したい目ᶆ」である持続可能な㛤Ⓨ目ᶆ㸦SDGs㸧は、「ㄡ一人取りṧさない」♫の

実現を目指し、経῭、♫、環境をᕠるᗈ⠊ᅖな課題に総合的に取り組むことを♧してい

ます。 

国も SDGsの実施指㔪を決定し、㐩成に向けた地域での取り組みをಁ進しています。 
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ᇹ≗ᇘ ↭←↔ⅾ↹↝ɼᙲ↙ᛢ᫆ 
 

本計画の策定にあたり、本町の現状とື向、住民ព㆑調査の⤖ᯝ、時代の₻流を㋃まえ、

本町の要な課題を次のとおりᩚ理しました。 

 

≔ ᭗ᱫᎍᅦᅍ∝܇Ꮛ↕ૅੲ˳С↝Ϊܱ 

ಖ・⚟♴・་⒪体ไのᩚഛ実やᛴ速に進む少子高齢♫へのᑐ策がᙉくồめられて

います。特に、住民ࢺ࣮ࢣࣥでは、ಖࢫࣅ࣮ࢧᥦ౪体ไにᑐする住民の‶足ᗘや་⒪

体ไにᑐする住民の重要ᗘが高くなっています。 

このため、これまでᩚഛしてきたಖ・⚟♴環境や✚極的にᩚഛしてきた子⫱て環境を

活かし、ಖ・⚟♴・་⒪体ไや総合的な子⫱て支援体ไの一ᒙの実をᅗり、すべての

住民がᗣでᏳ心してᬽらすことができ、また、子どもをᏳ心して生み⫱てることができ

る環境をᩚഛするᚲ要があります。 

 

≕ ଢଐ⇁ਃⅵ܇↘↱←↝Ꮛ↗ဃ෨ܖ፼࢟↝ؾ 

ᩍ⫱行政への取り組みが進められ、ᩍ⫱にᑐする人ࠎの関心が一ᒙ高まる中、本町にお

いても、子どものᩍ⫱環境の実がᙉくồめられています。 

また、住民一人ࡦとりが生ᾭにࢃたり生きがいを持ち続け、地域活ືへのཧ加と連ᖏが

できるよう、ㄡもが自Ⓨ的にᏛࡧ、活ືできる生ᾭᏛ⩦環境のᙧ成がᚲ要となっています。 

このため、本町ならではの特色あるᩍ⫱行政を推進し、町の明᪥をᢸう子どもたちや人

ᮦの⫱成に取り組んでいくᚲ要があります。 

 

≖ ထኺฎ↝ࣱ҄⅚ᨽဇ↝ئ↝ਘΪ↚Ӽↀငಅਰᐻ 

地方の産業・経῭が౫然としてཝしい状況にある中、業ㄏ⮴などによる産業振興や㞠

⏝ᑐ策がᙉくồめられています。住民ࢺ࣮ࢣࣥでは、㞠⏝ᑐ策や工業振興・業ㄏ⮴、

商業振興ཬࡧᯘ業振興の状況にᑐする住民の‶足ᗘがపくなっており、特に、㞠⏝ᑐ策は、

ඃඛᗘの高い㡯目としてあࡆられています。 

観ග㠃では、豊かなᾏの恵みを活かしたࢢࣥࣅࢲࣂ࣮ࣗ࢟ࢫやᾏỈᾎを㏻じて、㐨の

㥐大月㸦ࡩれあいࢡ࣮ࣃ・大月㸧やᐟἩ施設では、町እからのゼ問ᐈにより大きな┈に

つながっています。 

このため、町の経῭の活性化と㞠⏝のሙの創ฟに向け、豊かな自然資源を活かした㎰ᯘ

Ỉ産業や観ග業の一ᒙの推進、また、１次産業ཧධ業のㄏ⮴や工業の振興、さらには、

中心ᕷ⾤地をはじめとする商業の振興をᅗり、若者にも㨩力があり、活力のある産業基┙

ᩚഛを進めていくᚲ要があります。 
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≗ ᝅⅺ↙ᐯؾ↝̬μ↗ܤμ∝࣎ܤ↙↭←↔ⅾ↹↝ਖ਼ᡶ 

⥳豊かなᒣࠎやΎらかなἙᕝ➼を⫼ᬒにᗈがる豊かな自然やᬒ観は住民のりであり、

未来にṧすべき㈈産です。今に生きる⚾たちには、この⣲ᬕらしい自然環境、そして地⌫

環境を次世代に引き継いでいくがあります。特に、住民ࢺ࣮ࢣࣥでは、自然環境や

ᬒ観がඃれている点が町の㨩力としてあࡆられています。 

これまでも、ごみの㐺ṇฎ理やࣜࣝࢡࢧに✚極的に取り組んできましたが、今後も豊

かな自然環境をಖ全していくとともに、地⌫ ᬮ化の㜵Ṇにつながる生活ࣝࢱࢫのᬑ

ཬをಁ進するなど、ᚠ環ᆺまちづくりのᙧ成・☜❧に取り組んでいくᚲ要があります。 

また、全国各地で大規模⅏ᐖがⓎ生し、人ࠎのᏳ全・Ᏻ心にᑐするព㆑が一ᒙ高まる中、

本町においても、消㜵・㜵⅏体ไの一ᒙの実がᙉくồめられています。 

このため、自然⅏ᐖが少ないまちとしての特性を活かし、消㜵・㜵⅏・㜵≢体ไの実

をᅗり、自然⅏ᐖやᝏ㉁な≢⨥などから住民をᏲるᏳ全・Ᏻ心なまちづくりに取り組んで

いくᚲ要があります。 

 

≘ ̝М↖ࣛᢘ↙↭←↔ⅾ↹↝ਖ਼ᡶ 

住民ࢺ࣮ࢣࣥでは、ඃඛᗘの高い㡯目として、㐨㊰のᩚഛ状況があࡆられていること

から、町の要施設や集ⴠ間のࢫࢭࢡ向ୖをᅗる㐨㊰・㏻⥙をはじめ、ࢺࢡࣃࣥࢥに

㒔ᕷ機能が集✚された中心ᕷ⾤地ᙧ成や住Ꮿ・Ꮿ地基┙など、౽でᛌ㐺な生活基┙のᩚ

ഛがᚲ要です。 

このため、ࢺࢡࣃࣥࢥなまちとしての特性を活かすど点に❧ち、計画的なᅵ地⏝のも

と、㐨㊰⥙のᩚഛやබඹ㏻機関の実、住Ꮿのᩚഛ、ሗ化・ᢏ⾡㠉᪂の推進など、౽

でᛌ㐺な生活基┙のᩚഛを進めていくᚲ要があります。 

 

≙ ᘍᝠો᪃↝ਖ਼ᡶ↗ң˳С↝ᄩᇌ 

地方創生の時代を迎え、自❧可能な自治体経Ⴀがồめられている中、今後一ᒙཝしさを

ቑすことがணされる㈈政状況において、ከ様化する住民ࢬ࣮ࢽにᑐᛂしていくために

は、住民のཧ画をᅗりながら、協ാを基本に、町全体の自❧力をᙉ化していくことがᚲ要

です。 

このため、行㈈政ᨵ㠉を今後とも✚極的に推進するとともに、活Ⓨな住民活ືやࣥࣛ࣎

活ືを一ᒙಁ進し、さらには、NPO➼の団体⫱成をᅗり、活ືを支援しながら、住ࢸ

民と行政との協ാ体ไの☜❧にດめ、住民と行政がඹにờをかき、▱恵をฟし合いながら、

協ാのまちづくり・地域づくりに✚極的に取り組んでいくᚲ要があります。 

 

 


